
学期／Semester
2015年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period木/Thu 2

2015/09/28～2016/03/31開講期間／Class　period

必修選択／Required/Elective class
単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)

選択 2.0/2.0/2.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject　code0586005320150586005301

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●現代経済と企業活動Ⅰ(経済活動と社会)

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

式見　拓仙

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

式見　拓仙

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

式見　拓仙

全学モジュールⅠ科目科目分類／Class type

講義形態／Class form1年, 2年, 3年, 4年 講義対象年次／Year

教養教育Ｂ棟44教室／Class room

shikimi@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

経済学部（片淵キャンパス）・東南アジア研究所3階担当教員研究室/Laboratory

木曜日15:00-16:00担当教員オフィスアワー/Office hours

初等的な統計的手法を説明する｡
授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

社会・経済データを読み解く力を涵養することを目標とする｡授業到達目標/Goal

板書と配付資料を中心に講義を進め，問題演習と議論を通じて理解を深める｡授業方法（学習指導法）/Method

授業内容/Class outline/Con

統計分析キーワード/Key word

指定無し｡
教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

期末試験80％、授業への主体的参加（質問や議論）20％成績評価の方法・基準等/Evaluation

授業計画詳細

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

イントロダクション第1回
記述統計
　　中心を測る―平均値とメディアン

第2回

　　バラツキを測る―標準偏差とChebyshevの不等式　　第3回

　　度数分布とヒストグラム第4回

　　まっすぐな関係の程度を測る―散布図、相関係数第5回

　　まっすぐな関係を推定する―回帰直線（１）第6回

　　まっすぐな関係を推定する―回帰直線（２）第7回

　　ローレンツ曲線とジニ係数第8回

問題演習第9回
確率論
　　二項分布（１）

第10回

　　二項分布（２）第11回

　　ポアソン分布第12回

　　正規分布（１）第13回

　　正規分布（２）第14回

問題演習第15回

期末試験第16回



学期／Semester
2015年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period木/Thu 1

2015/09/28～2016/03/31開講期間／Class　period

必修選択／Required/Elective class
単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)

選択 2.0/2.0/2.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject　code0586005720150586005701

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●現代経済と企業活動Ⅰ(企業の仕組みと行動)

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

岡田　裕正

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

岡田　裕正

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

岡田　裕正

全学モジュールⅠ科目科目分類／Class type

講義形態／Class form1年, 2年, 3年, 4年 講義対象年次／Year

教養教育Ｂ棟44教室／Class room

医・歯・工・環境科学対象学生（クラス等）  /Object Student

h-okada@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

経済学部東南アジア研究所3階307室担当教員研究室/Laboratory

352担当教員TEL/Tel

講義終了後担当教員オフィスアワー/Office hours
現代の企業経営を理解するための一助として、本講義では、ビジネス言語とも言われる簿記・会計
の基礎を学ぶことを目標としている。具体的には、日本の企業会計制度の紹介、簿記の概要、企業
の成績表ともいわれる財務諸表の主な項目の意味等を講義する。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

日本の会計制度の概要、財務諸表の主な項目の意味等を知り、それを通じて財務諸表を理解できる
こと

授業到達目標/Goal

テキストを用いて講義するが、毎回多くの学生に発言を求める。このため、講義中に学生同士の議
論の時間を設けるなどの工夫をする。

授業方法（学習指導法）/Method

大まかな講義の概要と毎回のテーマは以下のとおりである。ただし、あくまでも予定であり、変更
する可能性はある。

授業内容/Class outline/Con

貸借対照表、損益計算書、資産、負債、純資産、収益、費用、損益キーワード/Key word
教科書
永野則雄『ケースブック会計学入門（第4版）』新世社、2014年刊
教材
適宜資料を配布する

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

講義への貢献（発言等）40％、テスト（またはレポート）60％
具体的には第1回目の講義で説明

成績評価の方法・基準等/Evaluation

受講要件（履修条件）/Requirements
経済や企業について関心のある者、自発的・積極的に学習を進めていく意欲のある者の受講を希望
する。

学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

イントロダクション：身の周りの会計と本講義で対象とする会計第1回

簿記の概要：企業会計の技術的基盤である簿記一巡の流れを知る第2回
日本の企業会計制度の概要：企業会計の制度的基盤である会社法、金融商品取引法、法人税法、企
業会計基準の概要を知る

第3回

財務諸表の概要：貸借対照表（B/S）と損益計算書（P/L）の構成を知り、大雑把な読み方を理解す
る

第4回

会計の基礎概念：購入した資産の金額の決め方、収益や費用をいつ認識するかなど第5回
資産会計1―棚卸資産：商品と製品の違い、期末に売れ残った商品等をいくらとするか（これを通じ
て、利益は一意には決まらないことを知る）

第6回

資産会計2―固定資産：流動資産と固定資産はどうやって区別するか、減価償却の方法等を説明（こ
こでも、これを通じて、利益は一意には決まらないことを知る）

第7回

資産会計3―有価証券：会計上の有価証券の意味と保有目的に応じて金額の付け方が違うことを知る第8回

負債会計―引当金：引当金の意味と種類を知る第9回
現在の会計の基礎理論とその変化：今の日本の会計の基礎となる費用収益対応の原則を通じて、な
ぜ期末の売れ残りの商品を資産とするか、減価償却をするか、引当金が必要かを考える。他方で、
それとは異なる国際財務報告基準（IFRS）についても紹介する。

第10回

純資産会計：貸借対照表の純資産の部の構成要素の意味を知る第11回



収益・費用の会計：収益と費用の認識基準（実現主義（原則）と発生主義（原則））を理解する。
これを通じて、収入≠収益、支出≠費用であることを理解する

第12回

企業集団の会計：子会社・関連会社の範囲と連結財務諸表の概要を知る。これを通じて、一口に「
企業集団」というけれど、これに入る企業とそうでない企業を区別する基準を知る

第13回

財務諸表の見方1：収益性分析として、売上高利益率、資本回転率、資本利益率第14回

財務諸表の見方2：安全性分析として、自己資本比率、流動比率第15回

全体の総括第16回



学期／Semester
2015年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period金/Fri 2

2015/09/28～2016/03/31開講期間／Class　period

必修選択／Required/Elective class
単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)

選択 2.0/2.0/2.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject　code0586006120150586006101

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●現代経済と企業活動Ⅰ(経済政策と公共部門)

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

山口　純哉

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

山口　純哉

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

山口　純哉

全学モジュールⅠ科目科目分類／Class type

講義形態／Class form1年, 2年, 3年, 4年 講義対象年次／Year

教養教育Ｂ棟44教室／Class room

医学部・歯学部・工学部・環境科学部対象学生（クラス等）  /Object Student

junya-y@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

東南アジア研究所215号室担当教員研究室/Laboratory

内線326担当教員TEL/Tel

講義終了後30分間担当教員オフィスアワー/Office hours

経済学の基礎を概観した上で、なぜ政府・地方政府が公共部門の主要な担い手となっているのかを
理解し、政府や市民が豊かな公共空間を形成するための方策について検討する。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

公共の課題を認識できるとともに、その解決に向けた方策について検討できる。授業到達目標/Goal

教員の作成した資料を用いた講義形式に加えて、グループワークやディスカッションを行う。授業方法（学習指導法）/Method
第1回　講義ガイダンス
第2回　公共とは何か
第3回　経済学の基礎１：需要と供給
第4回　経済学の基礎２：市場の失敗
第5回　経済学の基礎３：経済政策
第6回　経済学の基礎４：わが国が抱える公共問題
第7回　地域社会の現状と課題１：長崎県のケース
第8回　地域社会の現状と課題２：被災地のケース
第9回　地域社会の現状と課題３：地域が抱える公共問題
第10回　ソーシャルビジネス
第11回　ワークショップ：地域課題の発見
第12回　ワークショップ：課題解決の方法１
第13回　ワークショップ：課題解決の方法２
第14回　ワークショップ：成果のとりまとめ
第15回　ワークショップ：成果発表
第16回　総括：レポート提出

授業内容/Class outline/Con

合成の誤謬，政府，市場の失敗， 市民参画キーワード/Key word

テキストは指定しない。なお、参考書等、講義に必要な情報は、適宜講義中に紹介する。
教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

グループワークの成果（20％）・グループワークへの参加姿勢（80％）
成績評価の方法・基準等/Evaluation


	Syllabus-20150586005301-●現代経済と企業活動Ⅰ(経済活動と社会)／ja_JP
	Syllabus-20150586005701-●現代経済と企業活動Ⅰ(企業の仕組みと行動)／ja_JP
	Syllabus-20150586006101-●現代経済と企業活動Ⅰ(経済政策と公共部門)／ja_JP

